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８－１ 保護者との連携

表8-1は、保護者との連携の実態を示している。全

有効回答数725件のうち、「保護者がいつでも指導場

面を参観できるようにしている」は400件（55.2％）,

「年に数回、保護者の指導場面の参観機会を設けてい

る」は503件（69.4％）、「保護者と一緒にビデオを見

て指導方針を確認・共有している」は51件（７％）、

「その他」が100件（13.8％）であった。ほぼ半数以

上の学校が保護者に対して参観の機会を提供してお

り、病弱養護学校を除くすべての学校で半数近くが

「いつでも参観ができる」体制を整えていることがわ

かった。「保護者と一緒にビデオを見て指導方針を確

認・共有している」割合は１割にみたないが、その

中でも知的障害養護学校で28校、肢体不自由養護学

校で14校と二桁の数の学校が保護者とのより密接な

確認・共有作業を行っていることは特筆に値すると

思われる。各学校種別にそれぞれの項目の構成比を

見ると、学校種間でそれほど大きな開きはなく、ど

の学校種でも似たような分布状況であった。

８－２ 医師や福祉機関職員との連携

表8-2は、医師や福祉機関職員との連携に関する実

態を示している。連携先として最も多いのは、534件

（84.6％）で医師。ついで319件（50.6％）でPTやOT

であった。さらに看護婦が163件（25.8％）、その他

が148件あり、そして言語聴覚士が146件（23.1％）、

視能訓練士が24件（3.8％）であった。学校種別では

それぞれの障害種に関係のある専門職種との連携が

目立っている。盲学校では視能訓練士が16件（37.2

％）あり、聾学校では言語聴覚士が23件（41.1％）、

肢体不自由養護学校ではPT・OTが126件（86.9％）、

病弱養護学校では医師についで看護婦との連携が63

件（81.3％）で高い割合を示している。また、知的

障害養護学校でPT・OTが148件（47.7％）、肢体不自

由養護学校で看護婦が69件（47.6％）、さらに言語聴

覚士が60件（41.4％）と高い数値を示した。その他

の内容や連携の中身については、記述式回答に依っ

ており、それらのデータは今後の分析によって明ら

かにされるものと思われる。

８－３ 寄宿舎との連携

表8-3は、寄宿舎との連携の実態を示している。全

体としては「健康の状態等、その日の様子について、

毎日連絡をしている」が229件（72％）、「個別指導計

画の作成に参加してもらっている」が20件（6.3％）

と少なく、「定期的に話す場を設け、指導方針を確認

し、共有している」が153件（48.1％）、「必要に応じ

て話し合いの場を設けている」が208件（65.4％）で

あった。その他が36件（11.3％）あった。内容的に

は多い順では「毎日の連絡」「必要に応じての連絡」

「定期的連絡」の順であった。この分布状況は学校種

間で大きな変化はない。

８．関係機関等との連携の実態
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表8-1 保護者との連携
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表8-2 医師や福祉機関職員との連携とその内容

表8-3 寄宿舎との連携


